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私、飯田生まれです 
夏目前の動物園で 
フンボルトペンギンが誕生 
７月７日ようやく巣箱から出て 
両親とともに泳ぎ出しました 



※
１
　
正
式
名
「
構
造
改
革
特
別
区
域
」
経
済
活
性
化
の
た
め
規
制
改
革
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
活
力
を
引
き
出
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
特
別
区

域
を
設
け
る
こ
と
で
、
地
域
が
自
発
性
を
持
っ
て
構
造
改
革
を
進
め
る
も
の
。 

　
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
「
緑
豊
か
な
農
山
漁
村
地
域
に

お
い
て
、
そ
の
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
、
滞
在

型
の
余
暇
活
動
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
体
験
教
育
旅
行
や
農
家
泊
、
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど
の
事
業
を
中
心
と
し
て
、
特
区
を
利
用
し
た

総
合
的
な
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。 

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は 

　
観
光
公
社
と
商
業
観
光
課
が
中

心
に
進
め
る
都
市
の
子
ど
も
た
ち

の
体
験
旅
行
誘
致
事
業
で
す
。 

　
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
農
業
体
験
や

農
家
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
に
は
本
物
体
験
に
よ
る

感
動
が
、
受
入
農
家
に
は
生
産
意

欲
の
向
上
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
平

成
14
年
度
に
は
１
０
７
学
校
１
万

７
千
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
の
旬
や
食
文
化
、
農
村
生

活
の
知
恵
な
ど
を
学
び
、
こ
れ
ら

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
指

導
者
を
育
成
す
る
と
共
に
、
交
流

を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
進
め

て
い
ま
す
。 

　
千
代
の
農
村
寄
宿
舎
「
ご
ん
べ

え
邑
」
を
セ
ミ
ナ
ー
の
拠
点
と
し

て
、
平
成
13
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

平
成
14
年
度
は
延
べ
１
６
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
農
業
や
農
村
に
関
心
を
持
ち

真
剣
に
農
業
を
や
り
た
い
、
就

農
を
考
え
て
い
る
が
手
探
り
で

何
も
解
ら
な
い
方
と
、
繁
忙
期

の
手
助
け
や
後
継
者
の
ほ
し
い

農
家
を
結
び
、
都
市
と
農
村
住

民
双
方
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

補
い
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
で
す
。 

　
平
成
10
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

平
成
14
年
度
の
受
入
農
家
は
、

70
戸
、
受
入
人
数
は
２
４
３
人
（
延

べ
日
数
９
８
０
日
）
と
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。 

※
受
入
れ
希
望
農
家
は
、
農
政

　
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
５
月
23
日
、
飯
田
市
が
南
信
州
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
特
区

（
※
１
）
と
し
て
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
様
子
と
特
区
の
活
用
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

南
信
州
あ
ぐ
り
大
学
院 

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー 

体
験
教
育
旅
行 

む
ら 
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飯田 
9.63

座光寺 
　　5.51

上郷 
4.71

松尾 
7.97

 下久堅 
28.59

上久堅 
42.41

千代 
40.13

龍江 
23.27

竜丘 
21.14

川路 
22.80

三穂 
21.03

山本 
30.53

伊賀良 
8.46

鼎 
7.61

☆2000年荒廃比率 
　（遊休荒廃農地／農地） 
 
　10％未満 
 
　10～20％　該当なし 
 
　20～30％ 
 
　30％以上 

　現在、農地全体の中で
耕作されていない土地が
市全体で約17.5％存在し
ています。 
　市では、今後もさまざ
まな施策を行い、農地の
有効利用を目指します。 

■ご相談・問合せ 
　1(22)4511　農政課　内線3515

　
具
体
的
に
は
、
次
の
３
つ
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

農
業
の
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
農
業
関
連
産
業
育
成
に
よ

る
農
業
振
興
等
を
推
進
し
、
都
市
農
村
交
流
、
定
住
人
口
の
拡
大
等

を
通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

特
区
に
よ
る
規
制
緩
和 

　
今
ま
で
市
民
農
園
は
、
市
や
農

協
で
し
か
開
設
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
一
般
農
家
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

一
般
企
業
も
開
設
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

▼
規
制
緩
和
の
効
果 

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
農
作
業
を
通

　
じ
て
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
を
創
造
し
た
り
、
農
家
が
民
宿

　
経
営
を
し
な
が
ら
併
設
し
た
市

　
民
農
園
を
、
宿
泊
者
に
利
用
し

　
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。 

　
農
家
民
宿
を
行
う
に
は
、
誘
導

灯
や
誘
導
標
識
の
設
置
な
ど
が
必

要
で
し
た
が
、
消
防
庁
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
適
用
に
よ
り
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
設
置
義
務
が

緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

▼
規
制
緩
和
の
効
果 

　
簡
易
宿
所
な
ど
の
資
格
が
取
得

　
し
易
く
な
り
、
全
国
的
に
緩
和

　
さ
れ
た
宿
泊
者
の
送
迎
と
併
せ

　
て
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が

　
図
ら
れ
ま
す
。 

　
今
ま
で
農
業
生
産
法
人
で
し
か
農
業
経
営
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
一
般
企
業
も
借

地
に
よ
り
、
農
業
経
営
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

▼
規
制
緩
和
の
効
果 

　
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ホ
テ
ル
な
ど
が
、
直
営
の
農
場
で

　
栽
培
し
た
こ
だ
わ
り
の
農
産
物
を
食
材
と
し
て
提

　
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
た
な
担
い
手
と
し
て
企
業
等
が
加
わ
る

　
こ
と
で
、
農
業
関
連
産
業
の
育
成
や
雇
用
促
進
な

　
ど
、
農
業
・
農
村
に
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

市
民
農
園
の
開
設 

主
体
の
拡
大(

特
定
農
地
貸
付)

農
家
民
宿
に
お
け
る
簡
易
な

消
防
用
設
備
等
の
特
例 

農
業
生
産
法
人
以
外
の 

法
人
の
農
業
参
入 

遊休荒廃農地の有効利用 

南信州グリーン・ツーリズム特区 
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　７月19日、市公民館で開催しました。

平成12年の人形劇フェスタと併せ開催

した「かこさとしの世界展」が縁で、飯田

を題材にした新作絵本「だるまちゃん・り

んごんちゃん」をかこ先生が書き上げまし

た。出版を記念したこの講演会には、会

場いっぱいにファンが集合。かこ先生の

心温まるお話しをお聞きし、お待ちかね

のサイン会に、みんなどきどきしながら並

んでいました。 

　７月６日鼎文化センターで開催しまし

た。飯田少年少女合唱団と雲龍氏によ

るファミリーコンサートの暖かな調べに包

まれた後、「世界子ども水フォーラム・京

都」で事務局長を務めた小丸和恵氏の

講演が開かれました。水にまつわるお話

しや質問に、会場の子どもたちも真剣に

耳を傾けていました。そして川路小学校６

年生による「三六災害」「天竜川の自

然」の総合学習の発表が行われ、聴講

者もたいへん勉強になりました。 

川と水について考える 

だるまちゃん・ 
りんごんちゃん 

かわらんべ１周年 

かこさとし講演会 

利き水チャレンジコーナーも人気 



2003.８.1〔広報いいだ〕 ５５

　いいだ人形劇フェスタ２００３まで、残り

１カ月を切った７月１１日～１３日、人形劇

場、竹田人形館、麻績の里交流センタ

ーにてプレフェスタを開催しました。 

　「糸あやつり人形劇団みのむし」「人形

劇団パン」「人形劇団なむなむ」の公演

に、会場は早くもフェスタムード一色にな

っていました。 

　フェスタの足音と共に、今年もまた暑

い夏がやってきそうです。 

　６月２７日、初の中京・遠州方面を対象とする、ふる

さと大使を３人の方にお願いしました。写真は左から、

久保田巧さん（６１）、佐々木孝治さん（５６）、松田不

秋さん（７４）、市長。 

　７月１２日市役所３階で、まちづくり活動の発表会が

行われました。１７のグループが参加し、私たちが住む

地域を自分たちでより良くしよう、という熱い胸の内が

語られていました。 

ムトス飯田まちづくり助成事業 

地域への思いを語る 
信州飯田ふるさと大使を委嘱 

飯田の良いとこＰＲ 

プレフェスタ2003

フェスタに行こう！ 

たくみ こう　じ ふ 

しゅう 
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養
生
訓 

現
代
版 

現
代
版 

トーク 

　
近
頃
、
力
仕
事
を
し
た
り
急

い
で
動
い
た
り
し
た
時
に
、
胸

が
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
痛

く
な
る
と
い
う
方
は
い
ま
せ
ん

か
？ 

　
こ
の
よ
う
な
症
状
を
労
作
性

狭
心
症
と
呼
び
、
心
臓
に
栄
養

を
送
っ
て
い
る
冠
動
脈
と
い
う

血
管
の
中
が
動
脈
硬
化
に
よ
っ

て
狭
く
な
り
、
血
液
が
充
分
に

送
ら
れ
な
い
た
め
、
心
臓
が
一

生
懸
命
に
働
こ
う
と
し
て
酸
欠

を
起
こ
し
て
し
ま
う
状
態
で
す
。 

　
狭
心
症
の
疑
い
が
強
い
時
は
、

冠
動
脈
の
ど
こ
が
ど
の
く
ら
い

狭
い
の
か
を
調
べ
る
た
め
に
、

数
日
入
院
し
て
冠
動
脈
造
影
と

い
う
検
査
を
行
い
ま
す
。
冠
動

脈
造
影
は
局
所
麻
酔
下
に
腕
や

足
の
動
脈
か
ら
、
細
長
い
管
（
カ

テ
ー
テ
ル
）
を
心
臓
ま
で
進
め
、

管
の
先
か
ら
造
影
剤
を
冠
動
脈

内
に
注
入
し
て
写
真
を
撮
る
検

査
で
す
。
血
管
の
中
に
は
痛
み

を
感
じ
る
神
経
が
な
い
た
め
、

検
査
そ
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
苦

痛
な
く
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

　
か
つ
て
は
、
足
の
付
け
根
の

動
脈
か
ら
検
査
し
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
カ
テ
ー
テ
ル
が
細

く
な
り
、
手
首
の
動
脈
か
ら
行

う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
検
査
後
出
血
が
完
全
に
止

ま
る
ま
で
何
時
問
も
歩
か
ず
に

安
静
に
し
て
い
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
た
め
、
患
者
さ
ん
の
負

担
は
か
な
り
軽
く
な
り
ま
し
た
。 

　
も
ち
ろ
ん
身
体
の
中
に
管
を

入
れ
る
検
査
で
す
の
で
気
軽
に

行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

思
い
当
た
る
症
状
の
あ
る
方
は
、

年
の
せ
い
と
か
運
動
不
足
と
か

決
め
つ
け
ず
に
一
度
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
薦

め
し
ま
す
。 

市立病院　循環器科 
源田　朋夫　医師 

 
 
　人間の身体の営みは何万年前から変わってい
ませんが、私たちのライフスタイルはここ数十
年で大きく様変わりしました。日常生活のさま
ざまな面で機械化され、とても便利になりまし
たが、体を動かす機会は減りました。特に、飯
田市は山坂が多い上に公共機関が都市に比べ発
達しておらず、私たちは日常的に自家用車を移
動手段として利用しています。そんな中で、私
たちの体の成長や健康のための運動（体を動か
すこと）をどのようにしたらよいか考えてみま
しょう。 

０～５歳　早寝早起きの習慣をつけよう。親子
で１日２時間外あそびをしよう。歩いて通園。 
６～18歳　友達と戸外で体を動かして遊ぼう。
歩いて通学。テレビやゲームは時間を決めて。 
19～29歳　自分に合った運動を見つけよう。 
30～64歳　今より10分（1000歩）多く歩こう。
意識して、「ながら体操」を取り入れよう。 
（歯磨きしながら片足立ち、お風呂に入りなが
ら足首回し、テレビを見ながらストレッチ…） 
65歳以上　１日１回以上歩いて外出し、友人と
話をしよう。生活の中に体操を取り入れ、習慣
にしよう。 

狭
心
症
の
検
査
（
冠
動
脈
造
影
） 

健康いいだ21の取り組みから 

もっと体を動かそう 

■問合せ　保健課　保健指導係　内線5515
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、 
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。 

トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ 

　ぼくの夢はオーケストラの楽団員にな

ることです。ぼくは音楽がきらいだけど、

去年、学校でオーケストラの音楽を聞きに

行きました。その時「つるぎのまい」とい

う曲が演奏されたら、木きんの音がすごい

速さで聞こえてきました。ぼくはその時、

楽団員てかっこいいなと思いました。 

　その他の楽器もバイオリン、フルート、

チェロなどの音が合わさってすごくいい

気持ちになりました。しょう来、ぼくも楽

団員になって、多くの人に演奏を聞いても

らえたらいいと思っています。 

ぼくの夢 
山川尊史 さん（千栄小６年） 

音楽で触れ合う 

　私がアフィニス夏の音楽祭にかかわ

ったのは、第10回の音楽祭からです。

全くクラシックに関心の無かった私に

も、次第に音楽祭の中味が見えてきた

ことがあります。 

　外国のプロオーケストラで活躍する

演奏家が講師になって、国内のプロオ

ーケストラの若手演奏家を指導する世

界でも珍しい音楽祭であること。ある

ドイツ人講師が「こんな音楽祭はドイ

ツにもない、ドイツでもあればよいの

に」と語っていました。 

　それから、講師陣も、参加する演奏

家も本当に楽器、音楽を愛していると

いうこと。ある参加者の演奏家が言っ

ていました。「好きでこの世界に入っ

たのに、いつしか仕事だからという義

務感に駆られていた。ここにきて、私

は音楽が好きでこの世界に飛び込んだ

ことを再認識できた」と。 

　皆さん今年こそ、そんな音楽家たち

と触れ合える音楽祭を覗いてみません

か。 

アフィニス夏の音楽祭広報部会長　上沼俊彦 さん 

　７月より、製菓会社に就職し、職業安定所の３カ月間のト

ライアル制度で、お菓子の袋詰め、箱詰めの仕事の研修中で

す。10年間の専業主婦生活から正社員という180度の暮らし

の変化で、仕事、家事、育児を果たしてやっていけるのか不安

でしたが、女性の多い職場で、両立している皆さんの頑張り

は、とても勉強になります。 

　勤めに出るにあたり、母が夏バテ

防止に梅酒を、繁忙期に備えニンニ

ク酒を作ってくれるなど、後方支援

してくれるので、健康のため、毎晩

飲んでいます。早く自信が持てるよ

う仕事を覚え、生活のリズムが整う

ように、頑張りたいと思います。 

吉村めぐみ さん（羽場） 

今月からスタートの新コーナーです。毎月市民の皆さんに、1.私の健康法2.感動した
こと3.今がんばっていること4.まちづくりへの提言の４つの項目の中から選んで語っ
ていただき、次の方にバトンタッチする「リレートーク」です。次はあなたの番かも… 

今頑張っていること・健康法 
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８
月
　
日
号
は
休
刊
で
す 

15

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

　

家
庭
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

る
簡
易
浄
化
槽
の
汚
泥
く
み
取

り
料
金
は
、
汚
泥
く
み
取
り
費

用
と
、
汚
泥
の
処
理
費
用
の
一

部
（
現
在
約
３
割
）
を
併
せ
、

利
用
者
の
方
に
負
担
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
下
水
道
や
合
併
浄

化
槽
を
利
用
し
た
場
合
の
汚
泥

処
理
費
用
（
維
持
管
理
費
）
は
、

全
額
利
用
者
負
担
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
汚
泥
処
理
費
用

の
負
担
割
合
の
違
い
を
改
め
て

い
く
た
め
、
簡
易
浄
化
槽
の
汚

泥
く
み
取
り
料
金
を
次
の
よ
う

に
改
定
し
ま
す
。

▼
改
定
料
金

○
容
量
が
２
５
０
リ
ッ
ト
ル
以

下
の
浄
化
槽  
２
、３
０
０
円

　
（
現
行
１
、８
５
０
円
）

○
容
量
が
２
５
０
リ
ッ
ト
ル
を

超
え
る
浄
化
槽

２
、３
０
０
円
に　

リ
ッ
ト
ル

５０

を
超
え
る
ご
と
に
４
６
０
円

を
追
加
（
現
行
３
７
０
円
）

▼
改
定
時
期　
　

月
１
日
の
く

１０

み
取
り
か
ら
適
用

※
簡
易
浄
化
槽
の
持
つ
汚
水
処

理
能
力
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
定
期
的
な
く
み
取
り
と

清
掃
が
必
要
で
す
。
特
に
熱

い
夏
に
は
、
管
理
不
足
か
ら

悪
臭
や
水
質
汚
濁
事
故
の
発

生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
３
カ

月
に
１
度
の
定
期
的
な
く
み

取
り
と
、
清
掃
を
必
ず
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ

○
汚
泥
の
く
み
取
り
申
込

　

飯
田
ク
リ
ー
ン
�

　

�（
２
４
）０
２
０
０

○
問
合
せ　

環
境
保
全
課

　

計
画
指
導
係  
内
線
５
２
４
６

　

８
月　

日
�
か
ら
９
月
５
日

３０

�
ま
で
「
防
災
週
間
」
で
す
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
、
的
確
な
行
動
が
と
れ
る
よ

う
、
各
地
区
で
実
施
さ
れ
る
防

災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

○
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

○
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る

▼
問
合
せ　

交
通
防
災
課

　

防
災
係　

内
線
２
４
３
１

　

７
月
ま
で
行
っ
た
市
の
基
本

健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

は
、
Ｊ
Ａ
で
行
う
健
診
を
市
の

基
本
健
診
と
同
じ
費
用
で
受
診

で
き
ま
す
。

▼
日
程
と
会
場

○
９
月　

日
�

２４

　

午
前　

Ｊ
Ａ
松
尾
支
所

　

午
後　

Ｊ
Ａ
上
郷
支
所

○
９
月　

日
�

２５

　

午
前　

Ｊ
Ａ
竜
丘
支
所

　

午
後　

Ｊ
Ａ
伊
賀
良
支
所

○
９
月　

日
�

２６

　

午
前　

Ｊ
Ａ
鼎
支
所

▼
費
用

○
基
本
健
康
診
査

　

１
、７
０
０
円

○
大
腸
が
ん
検
診　

３
０
０
円

▼
申
込
期
限　

８
月　

日
�

２８

※
申
込
み
者
へ
詳
細
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ

　

市
役
所
各
支
所
保
健
師

　

ま
た
は
保
健
課

　

内
線
５
５
１
８

　

取
引
や
証
明
な
ど
に
使
用
し

て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）
は
、

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
２
年

ご
と
に
県
知
事
の
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
で
の
検
査
が
下
表
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
対
象

○
「
取
引
」
に
使
用

商
品
の
売
買
、農
家
の
出
荷
、

運
送
、
保
管
、
な
ど
業
務
上

の
計
量

○
「
証
明
」
に
使
用

病
医
院
、
官
公
庁
、
学
校
・

保
育
園
・
幼
稚
園
の
体
重
測

定
、
な
ど
公
的
な
計
量
や
医

薬
品
の
調
剤
な
ど
の
計
量

※
計
量
士
の
行
う
検
査
に
合
格

し
、
届
出
し
た
も
の
を
除
き

ま
す
。

▼
持
ち
物

は
か
り
（
お
も
り
・
分
銅
含

む
）

検
査
手
数
料
（
金
額
は
は
か

り
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▼
問
合
せ　

商
業
観
光
課

　

商
業
係　

内
線
３
６
１
１

汚
泥
く
み
取
り
料
金
を

改
定
し
ま
す

防
災
訓
練
に

積
極
的
参
加
を

は
か
り
の
定
期
検
査

はかりの検査日程 

龍江・千代・川路 
三穂・竜丘 
鼎・伊賀良・山本 
松尾・上久堅・下久堅 

座光寺・上郷 

橋北・橋南・羽場 
丸山・東野 

飯田市全域 

８月25日（月） 

８月26日（火） 

８月26日（火） 

８月27日（水） 

８月28日（木） 

13:00～16:30 

 9:00～12:00 

13:30～15:30 

10:30～12:00 
13:00～16:30 

 9:00～12:00 
13:00～15:00

龍江公民館 
1（27）3004 
鼎文化センター 
1（22）1284 

市役所上郷支所 
1（22）2540 
 
勤労者福祉センター 
1（22）7494

対象地域　　期日　　　　時間　　　　 場所 

基
本
健
診
の

追
加
申
し
込
み
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住基ネットの 
第２次サービスが始まります 

８月25日から 
住民基本台帳ネットワークシステム 

昨年の第１次稼働から 
平成14年８月には、住民票コードを住民票に記載し、住民票コードを市民の皆さん
宛通知いたしました。 
この第１次稼働により、行政機関での諸手続が簡素化されていきます。例えば、老
齢年金を受給されている方の年１回の現況届けの提出も必要なくなる予定です。 

今年の第２次稼働からは 
８月25日から新たなサービスが加わります。 

希望により発行します。 
この住民基本台帳カードにより、住民票
の広域交付、転入転出手続きが簡素化さ
れます。 
また、飯田市では独自に印鑑証明書の発
行もできるようにしました。この場合、
写真付きカードで、事前に印鑑登録して
あることと、登録者本人申請であること
が必要です。 

住民基本台帳カード登場 

住民基本台帳カードや、運転免許証を窓口で
示せば、全国どこの市区町村でも住民票の写
し（戸籍表示を省略したもの）を受けること
ができます。ただし、請求者は本人または同
一世帯員に限られます。 

住民票の写しを全国で受けられます 
これまでの手続きは、転出元の市区町村で転出届を
して転出証明書を受けて、この転出証明書を持って
転入先の市区町村に転入届を出すというものでした。 
８月25日からは、住民基本台帳カードを受けていれば、
転出元への届け出は郵送で、転入先では転入届とカ
ードの提出で手続きが済みます。 

転入転出の手続きが簡単に 

万全の情報保護体制で 
住民基本台帳カードの交付 

交付を希望される場合には、次のように手続きし
てください。 

カードには、写真有り、無しの２種類があります。 

●写真無しカード　住民票の広域交付や転入転出手
　続きの簡素化に利用できます。 
●写真付きカード　上記に加え、公的な身分証明書
　として、また上記の印鑑証明も受けられます。 

■申請場所　市民課、りんご庁舎市民証明コーナー 
　　　　　　市役所各支所 
　　　　　　※市民課でのみ即日交付です。 
■持ち物　　○写真付きの公的な身分証明書 
　　　　　　（運転免許証、パスポートなど） 
　　　　　　○手数料５００円 
　　　　　　○写真付きカードの場合、写真１枚 
　　　　　　　4.5×3.5センチ（パスポートサイズ）、
　　　　　　　６カ月以内の撮影、 
　　　　　　　無帽、無背景、正面を向いたもの 

■問合せ　市民課　住民記録係　1（22）4511　内線5422

★飯田市役所の庁内コンピュータの通信網は、基幹
系（住民記録システム・住基ネットシステム・戸
籍システム等）と情報系（庁内でのデータのやり
とり・インターネット等）の２つに分かれており、
この２つは物理的に接続していません。ですから、
万が一にもインターネットから情報系への不正侵
入が起きても、住基ネットの接続されている基幹
系への影響はありません。 

★情報システムの安全対策マニュアルを策定し、何
らかの支障発生時には、速やかに住基ネットから
切り離せるよう緊急対応手順を定めています。 

★全ての担当職員は操作者識別用ＩＣカードと暗証
番号を用いて運用します。また、職員の操作内容
は全て記録されます。 

★住基ネットを含めた情報処理用サーバ（情報処理
装置）は、常時施錠の機械室に収容しています。
このサーバの運行状況は監視し、非常電源、デー
タの待避保管など各種安全対策を施しています。 

住民基本台帳カード（実物大） 

JYUM I N  K I HON  DA I CHOU

生年月日  
氏 名  
住 所  
 
 
連 絡 先  

飯田市 

2013年　８月31日まで有効 

昭和64年　１月　７日　性別　女 
飯田　市子 
長野県飯田市大久保町2534番地 
 
飯田市役所　0265-22-4511

住民基本台帳カード 
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第　

回
飯
田
市
立
動
物
園
秋

３９

の
写
生
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
７
日
�

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
（
雨
天
の
場
合
は　

日
）

１４

▼
会
場　

動
物
園

▼
参
加
資
格　

幼
稚
園
児
・
保

育
園
児
・
小
学
生
・
中
学
生

▼
画
用
紙　

当
日
無
料
配
布

▼
表
彰

　

飯
田
市
長
賞
ほ
か
多
数
あ
り

▼
主
催　

飯
田
市

▼
問
合
せ　

動
物
園

　

�（
２
２
）０
４
１
６

　

長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

で
は
、
８
月　

日
か
ら
、
飯
田

２５

市
、喬
木
村
、阿
智
村
、清
内
路

村
、浪
合
村
、平
谷
村
、根
羽
村
、

下
條
村
の
土
地
・
建
物
の
不
動

産
登
記
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
る
処
理
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
登
記

簿
謄
本
・
登
記
簿
抄
本
に
代
わ

り
、
登
記
事
項
証
明
書
を
発
行

し
ま
す
。
ま
た
、
不
動
産
登
記

簿
の
閲
覧
は
廃
止
と
な
り
、
代

わ
り
に
登
記
事
項
の
概
要
を
記

載
し
た
登
記
事
項
要
約
書
を
発

行
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
図
の
閲
覧
お
よ
び

商
業
・
法
人
登
記
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
取
り
扱
い
で
す
。

▼
問
合
せ　

　

長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

　

�（
２
２
）０
０
１
４

　

神
奈
川
県
内
の
工
事
現
場
で

作
業
中
の
人
が
旧
軍
の
毒
ガ
ス

剤
に
よ
り
被
災
し
た
り
、
茨
城

県
神
栖
町
で
は
、
旧
軍
毒
ガ
ス

由
来
と
考
え
ら
れ
る
化
学
物
質

に
よ
り
住
民
の
健
康
被
害
が
発

生
す
る
、
な
ど
、
最
近
旧
軍
毒

ガ
ス
関
係
の
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
全
国

一
斉
に
旧
軍
毒
ガ
ス
弾
な
ど
に

関
す
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な

情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
情
報
の
内
容

○
終
戦
時
の
旧
軍
毒
ガ
ス
弾
な

ど
の
保
有
お
よ
び
廃
棄
に
関

す
る
こ
と

○
戦
後
の
旧
軍
毒
ガ
ス
弾
の
発

見
、
被
災
、
処
理
に
関
す
る

こ
と

○
旧
軍
毒
ガ
ス
弾
な
ど
を
発
見

す
る
可
能
性
の
あ
る
場
所
に

関
す
る
こ
と

※
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な

毒
ガ
ス
弾
（
種
類
・
形
状
、
量
）

が
、
保
管
、
処
理
、
廃
棄
、
発

見
さ
れ
た
か
、
そ
の
後
ど
う

し
た
か
、
ど
の
よ
う
な
被
災

に
あ
っ
た
の
か
、
な
ど
の
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
注
意

○
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す

○
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
し
ま
す
か
ら
、必
ず
氏
名
、

動
物
園
秋
の
写
生
大
会

住
所
、
電
話
番
号
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

▼
連
絡
先
・
問
合
せ

　

環
境
保
全
課　

計
画
指
導
係

　

内
線
５
２
４
９

　

本
年
５
月
１
日
か
ら
、
健
康

増
進
法
が
施
行
さ
れ
、「
学
校
・

体
育
館
・
病
院
・
劇
場
観
覧
場
・

集
会
場
・
百
貨
店
・
事
務
所
・

官
公
庁
施
設
・
飲
食
店
そ
の
他

多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設
の

管
理
者
は
、
受
動
喫
煙
を
防
止

す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
動
喫
煙
と
は
、
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
い
人
が
、
自
分
の
意
志

と
は
関
係
な
く
、
他
人
の
タ
バ

コ
の
煙
を
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。

　

施
設
を
管
理
す
る
方
は
、分
煙
・

禁
煙
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、タ
バ
コ
を
吸
う
方
も
、

喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
、
タ
バ
コ

を
吸
わ
な
い
方
へ
の
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

保
健
課　

健
康
推

進
係　

内
線
５
５
１
２

　

�
労
災
年
金
福
祉
協
会
で

は
、
仕
事
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス

か
ら
く
る
健
康
の
こ
と
、
精
神

的
な
悩
み
、
過
労
死
な
ど
の
労

災
保
険
で
の
取
り
扱
い
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

�
労
災
年
金
福
祉

協
会  
長
野
労
災
年
金
相
談
室

　

�
０
１
２
０（
６
０
３
）１
１
４

不
動
産
登
記
の

証
明
方
法
が
変
わ
り
ま
す

受
動
喫
煙
防
止
に

ご
協
力
を

働
き
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
か
ら
だ

8月の納税 

市県民税第2期 

国民健康保険税（8月分） 

  

９月１日（月）   

税金は納期限までに 
納 め ま し ょ う  

税目 

納期 

動物園の 
休園日 

■問合せ  動物園 
22-0416

８月 ４日（月） ◆11日（月） 
　◆18日（月） ◆25日（月） 
９月 １日（月） ◆ ８日（月） 
　◆16日（火） ◆18日（木） 
　◆22日（月） ◆24日（水） 
　◆29日（月） 

旧
軍
毒
ガ
ス
弾

情
報
の
提
供
を

飯田清掃　盆のくみ取り計画表 
お盆の期間のくみ取りは、以下のとおりとなります。 

８　９　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19

曜日 

業務 

金　土　日　月　火　水　木　金　土　日　月　火 

○　△　×　○　○　○　×　×　△　×　○　○ 

○＝平常業務 
△＝飯田清掃に電話いただき、音声案内にそって、携帯電話 
　　へ電話をお願いします。休日料金ですが、収集は行います。 
×＝収集はお休みです。 ■問合せ　飯田清掃（株） 1（23）0311
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平
成　

年
４
月
１
日
採
用
予

１６

定
の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

▼
試
験
区
分　

下
表

▼
試
験
実
施
要
綱
と
受
験
申
込
書

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
入

手
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
役
所
総
務
部
人
事
課
、
市

役
所
各
支
所
窓
口
で
受
け
取

り
○
郵
送　

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
（
試
験
区
分

と
宛
先
明
記
、
角
形
２
号
）

を
同
封
し
、
人
事
課
へ
請
求

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

飯
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス

は　

Ｐ
下
）
か
ら
の
ダ
ウ
ン

１８
ロ
ー
ド

▼
申
込
書
類　

○
受
験
申
込
書

○　

円
切
手
を
貼
っ
た
封
筒（
試

８０験
区
分
と
宛
先
明
記
、定
型
）

▼
申
込
方
法　

月
〜
金
曜
日
、

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
の
間
に
人
事
課
へ
本
人

１５

ま
た
は
代
理
者
が
持
参
。
郵

送
も
可
。

▼
申
込
締
切　

８
月　

日
�

２５

　

郵
送
の
場
合
、
消
印
有
効

▼
申
込
・
問
合
せ

〒
３
９
５－

８
５
０
１

飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

飯
田
市
総
務
部
人
事
課

内
線
２
１
３
２

飯
田
市
職
員

　

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
入
居
者
の
資
格

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
。

○
現
に
同
居
し
、又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ

と（
申
込
時
点
か
ら
３
カ
月
以

内
に
結
婚
さ
れ
る
方
も
含
む
）

○
収
入
が
飯
田
市
営
住
宅
等
管

理
条
例
に
規
定
す
る
基
準
以

内
で
あ
る
こ
と

○
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る

こ
と

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
こ
と

○　

歳
以
上
の
方
、
身
体
障
害

５０者
で
障
害
の
程
度
が
１
級
か

ら
４
級
ま
で
の
方
は
単
身
で

も
入
居
で
き
ま
す

▼
提
出
書
類

○
申
込
書
（
用
紙
は
建
築
課
）

申
込
書
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、　

円
切
手
を
貼
っ

８０

た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

建
築
課
住
宅
係
へ

○
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

の
写
し

○
前
年
の
収
入
が
分
か
る
書
類

（
所
得
証
明
書
、源
泉
徴
収

票
、確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）

○
市
町
村
税
の
完
納
証
明
書

○
そ
の
他
の
事
実
を
証
明
す
る

書
類
（
母
子
、
障
害
者
な
ど
）

▼
受
付
期
間

　

９
月
１
日
�
〜　

日
�

１２

　

土
曜
、
日
曜
を
除
く
。

　

午
前
８
時　

分
〜

３０

　

午
後
５
時　

分
１５

▼
選
考　

９
月　

日
�

１８

午
前　

時　

市
役
所
３
階
会

１０

議
室
で
公
開
抽
選
。

※
申
込
お
よ
び
抽
選
に
は
、
本

人
か
代
理
人
の
方
が
必
ず
来

庁
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

建
築
課　

住
宅
係

　

内
線
２
７
５
３

募 

集 

募 

集 

市
営
住
宅
入
居
者

飯田市職員採用試験 

事　務 
初　級 

若干 
人 なし 144,000円 

（高校卒） 

173,900円 
（短大３卒） 

184,100円 
（大学卒） 

受験資格（詳細は実施要綱参照） 

資格および免許 年齢 

給与※1

初任給 手当 

※1 給与は平成15年４月１日現在の額です 

作　業 
療法士 

理　学 
療法士 

視　能 
訓練士 

試験 
区分 

採用予 
定人数 

１人 

１人 

１人 作業療法士免許取得者 （※2） 

視能訓練士免許取得者 
（※2） 

理学療法士免許取得者 
（※2） 

昭和57年4月2日 
以降の出生者 

昭和50年 
４月２日 
以降の出生者 

4.65月 
ほか 
手当 教養試験 

作文試験 

性格検査 

教養試験 
作文試験 
適性検査 
性格検査 

9月21日（日） 

第１次 
試験日 

第１次 
試験方法 

※2 来春までに免許取得見込みの者を含む 

■入居者を募集する市営住宅
募集
戸数浴槽備考間取り家　　賃所在地団　地　名区分

平
成　

年
２
月
末
ま
で
に
空
家
と
な
る
戸
数

１６

有3DK17,200円～42,300円松　尾北の原市営住宅

１　

号　

市　

営

有オール
電　化2LDK～3LDK19,600円～53,600円大瀬木三尋石市営住宅Ａ・Ｃ棟

無2K～4K2,300円～21,300円山　本二ツ山市営住宅

有3DK21,700円～47,700円鼎切石平 林 市 営 住 宅

無2K～3K4,900円～27,700円座光寺大 堤 市 営 住 宅

無3DK13,100円～35,400円時　又長野原市営住宅

有3DK11,600円～35,600円上郷飯沼飯 沼 市 営 住 宅

有3DK17,400円～40,100円上郷黒田黒 田 市 営 住 宅

無3K9,900円～27,300円大　休西の原市営住宅
２号
市営

有
オール
電　化2LDK～3LDK44,600円～72,300円大瀬木三尋石市営住宅Ｂ棟

３号
市営

※オール電化住宅については、ガス器具が使用できません。給湯設備は設置されてい
ますが、電気調理器（電気コンロ等）は、入居する方の負担で設置することとなり
ます。
※浴槽無しの住宅については、入居する方の負担で浴室に浴槽、風呂釜を設置するこ
ととなります。
※家賃は、住宅の築年数、広さ、入居する方の収入によって決定します。
※駐車場は1世帯1台分のみで、使用料は家賃に含まれます。2台目以降は団地外に個
人で探して下さい。
※組合への加入と外国人・老若男女を問わず役員の当番制は入居条件となります。
※共益費を含む自治会費の支払は入居の条件となります。

（参考）収入の基準
■1号市営（平成14年中の給与収入）　　　　　　　　　　　（単位：円）

4人3人2人1人0人扶養親族
総
収
入

5,575,0005,103,0004,627,0004,151,0003,675,000一般階層

6,595,0006,123,0005,647,0005,171,0004,695,000裁量階層

■2号市営（平成14年中の給与収入）　　　　　　　　　　　（単位：円）
4人3人2人1人0人扶養親族

総
収
入

4,631,0004,155,0003,683,0003,151,0002,603,000一般階層

5,247,0004,771,0004,295,0003,823,0003,311,000裁量階層

■３号市営（平成14年中の給与収入）　　　　　　　　　　　（単位：円）
4人3人2人1人0人扶養親族

総
収
入

5,575,0005,103,0004,627,0004,151,000――収入下限

10,981,00010,581,00010,181,0009,768,000――収入上限

※扶養親族数は、本人を除いた人数です。
※裁量階層とは、入居者全員が50歳以上の世帯や入居者の中から1級から4級の障害
者がいる世帯などをさします。
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平
成　

年
４
月
１
日
採
用
の

１６

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
地

域
を
災
害
か
ら
守
り
、
安
全
を

未
来
に
つ
な
ぐ
、
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
で
す
。
気
力
、
体
力

に
自
信
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
採
用
職
種　

消
防
士

▼
採
用
予
定
人
員　

若
干
人

▼
勤
務
場
所　

消
防
本
部
、
消

防
署
（
２
交
代
勤
務
）

▼
給
与　

高
校
卒
の
場
合
、

　

初
任
給
１
４
４
、０
０
０
円

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

１５

　

ほ
か
各
種
手
当
支
給

▼
受
験
資
格

○
年
齢　

昭
和　

年
４
月
２
日

５４

以
降
の
出
生
者

○
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

○
地
方
公
務
員
法
（
昭
和　

年
２５

法
律
第
２
６
１
号
）
第　

条
１６

各
号
に
該
当
す
る
場
合
受
験

で
き
ま
せ
ん

▼
受
験
申
込
方
法　

申
込
書
は

消
防
本
部
総
務
課
職
員
係
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
送
で

請
求
の
場
合
、　

円
切
手
を

８０

貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

８
月　

日
�

２２

▼
試
験
内
容

○
第
１
次
試
験　

教
養
、適
性
、

作
文
の
各
試
験

○
第
２
次
試
験　

１
次
試
験
の

合
格
者
の
み
面
接
、
性
格
検

査
、
体
力
測
定
、
健
康
診
断

▼
試
験
日

　

第
１
次
試
験
９
月　

日
�

２１

▼
申
込
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

８
５
３
３

　

飯
田
市
東
栄
町
３
３
４
５

飯
田
広
域
消
防
本
部
総
務
課

職
員
係 
�（
２
３
）６
０
０
０

　

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の

臨
時
職
員
（
厚
生
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
応
募
資
格

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭

ま
た
は
教
員
免
許
取
得
者
で
、

健
康
で
児
童
の
保
育
に
熱
意

の
あ
る
方
。（　

歳
位
ま
で
）

５０

▼
勤
務
内
容

小
学
校
低
学
年
児
童
の
保

育
。
市
内
の
児
童
館
・
児
童

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
月
〜
土
曜

日　

正
午
〜
午
後
６
時
（
土

曜
日
午
前
と
交
代
勤
務
あ
り
）

▼
採
用
予
定
日　
　

月
１
日

１０

▼
給
与

飯
田
市
臨
時
職
員
お
よ
び
非

常
勤
職
員
処
遇
規
定
に
よ
る
。

▼
試
験
方
法

　

書
類
審
査
・
面
接
試
験

▼
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
児
童
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切

　

８
月　

日
�
（
必
着
）

２０

※
詳
細
は
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

０
０
４
４

　

飯
田
市
本
町
１
丁
目　
１５

　

り
ん
ご
庁
舎
２
階

　

飯
田
市
役
所
児
童
課

　

�（
２
２
）４
５
６
２

　

来
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種　

機
械
初
級

▼
採
用
予
定
人
員　

１
人

▼
給
与　

高
校
卒
の
場
合
、

　

初
任
給 
１
４
４
、０
０
０
円

　
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

１５

　

ほ
か
各
種
手
当
支
給

▼
受
験
資
格　

○
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
の

３９

出
生
者

○
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

▼
申
込
締
切　

８
月　

日
�

２５

▼
受
験
申
込
方
法　

○
申
込
書
は
飯
田
環
境
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
南
信
州
広
域
連

合
事
務
局
で
配
布
（
郵
送
を

希
望
す
る
場
合
は
、
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

の
角
型
２
号
の
返
信
封
筒
を

飯
田
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
送
付
）

○
申
込
書
と　

円
切
手
を
貼
っ

８０

た
宛
先
明
記
の
定
型
封
筒
を

飯
田
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）

▼
第
１
次
試
験  
９
月　

日
�

２１

　

市
役
所
で
実
施
。

▼
第
１
次
試
験　

教
養
、適
性
、

作
文
の
各
試
験
、
性
格
検
査

▼
申
込
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

０
８
２
３

　

飯
田
市
松
尾
明
７
５
１
３
の
１

　

飯
田
環
境
セ
ン
タ
ー

　

�（
２
２
）４
０
６
６

　

循
環
型
社
会
づ
く
り
を
都
市

と
農
村
の
連
携
の
中
で
考
え
る

研
究
が
、
環
境
省
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
日
本
・
韓
国
の

大
学
教
授
な
ど
に
よ
る
共
同
研

究
と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
共
同
研
究
の
公
開
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
聴
講

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

８
月　

日
�

２２

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

▼
場
所　

鼎
公
民
館

▼
内
容

○
テ
ー
マ
「
飯
田
市
か
ら
ア
ジ

ア
へ
の
発
信
」

・
講
演
会
と
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

に
よ
る
韓
国
慶
州
北
道
に
お

け
る
研
究
発
表

・
日
韓
の
研
究
者
と
飯
田
市
関

係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
問
合
せ　

環
境
保
全
課　

計

画
指
導
係　

内
線
５
２
４
６

消
防
職
員

環
境
セ
ン
タ
ー
職
員

各
種
講
座 

各
種
講
座 

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員

環
境
セ
ミ
ナ
ー

今
年
も
、

今
年
も
、 

時
又
灯
ろ
う
流
し
は
、

時
又
灯
ろ
う
流
し
は
、 

８
月
８
月
16
日
（
土
）
で
す

日
（
土
）
で
す 

今
年
も
、 

時
又
灯
ろ
う
流
し
は
、 

８
月
16
日
（
土
）
で
す 

■問合せ　商業観光課　内線3615

詳
細
は
、
こ
の
広
報
と
、
時

詳
細
は
、
こ
の
広
報
と
、
時

に
配
布
し
た
「
番
付
表
」
を

に
配
布
し
た
「
番
付
表
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い

ご
覧
く
だ
さ
い 

詳
細
は
、
こ
の
広
報
と
同
時

に
配
布
し
た
「
番
付
表
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い 
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市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

歴
史
の
研
究
を
行
う
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も
。
た

だ
し
③
に
つ
い
て
は
原
則
中

学
生
、
高
校
生
対
象
。

▼
内
容
・
日
程　

各
講
座
１
回

目
の
日
程
で
す
。
２
回
目
以

降
は
同
じ
曜
日
、
時
間
で
３

月
ま
で
隔
週
に
開
講
し
ま
す
。

①「
近
世
下
伊
那
の
民
衆
生
活

史
」（
近
世
史
）

　

８
月　

日
�

２６

　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
４０

　

講
師　

多
和
田
雅
保

②「
近
現
代
地
域
社
会
史
入
門
」

（
近
現
代
史
）

　

８
月　

日
�

２８

　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
４０

　

講
師　

田
中
雅
孝

③「
世
界
史
現
代
史
」（
ジ
ュ
ニ

ア
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

　

８
月　

日
�

３０

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

４０

　

講
師　

清
水
迪
夫

▼
会
場　

地
域
史
研
究
事
業
準

備
室（
市
役
所
上
郷
支
所
３
階
）

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具

▼
募
集
人
員  
各
講
座　

人
程
度

１０

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

８
月　

日
�

２２

※
講
座
の
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.iidanet.or.jp/

̃iidasisi

▼
申
込
・
問
合
せ

　

地
域
史
研
究
事
業
準
備
室

　

�（
５
３
）４
６
７
０

　

初
歩
か
ら
の
教
室
で
す
。
興

味
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

金
曜
日
に
開
催

９
月　

日
〜　

月　

日
の
毎

１２

１０

１０

金
曜
日
（
全
５
回
）

　

昼
の
部　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　

夜
の
部　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
会
場　

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

▼
対
象　

手
話
に
関
心
の
あ
る
方

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２５

▼
受
付　

８
月
５
日
�
〜　

日
�

２２

▼
申
込
・
問
合
せ　

飯
田
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

�（
５
３
）３
１
８
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
３
）３
１
８
３

飯
田
歴
研
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

手
話
入
門
教
室

三
市
合
同
企
画
第
二
十
五
回 

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信 

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信 

遠
　
州 

■問合せ 

海
湖
館
オ
ー
プ
ン 

第
58
回
国
民
体
育
大
会
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
!!
わ
か
ふ
じ
国

体
」
が
、
46
年
ぶ
り
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
国
体
が
、
い
よ
い
よ
９
月
の
夏
季
大
会
か
ら
開

幕
し
ま
す
。
（
秋
季
大
会
は
10
月
に
開
催
） 

遠
州
地
域
で
は
、
夏
季
大
会
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ト
、
サ
ッ
カ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
４
つ
の
競
技

が
行
わ
れ
ま
す
。 

ど
の
開
催
会
場
で
も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
大
会
を
支
え
て
い
ま
す
。
各
競
技
会
場
へ

の
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

６
月
29
日
、
静
岡
県
西
部
地
域
の
観
光
地

「
浜
名
湖
」
の
玄
関
口
で
あ
る
新
居
町
今
切

口
に
、
浜
名
湖
今
切
パ
ー
ク
「
海
湖
館
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
、
海

の
体
験
を
中
心
と
し
た
体
験
交
流
室
と
浜
名

湖
関
連
の
情
報
展
示
施
設
、
浜
名
湖
や
遠
州

灘
の
水
産
物
を
中
心
と
し
た
地
場
産
品
の
販

売
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
新
鮮
な
海
の
素
材
を
提

供
す
る
海
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
に
は
、
海
釣
り
公
園
、
海
水
浴

場
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
や
木
の
遊
歩
道
な

ど
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

新
た
に
誕
生
し
た
体
験
物
産
施
設
、
海
湖

館
。
浜
名
湖
の
魅
力
を
体
験
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

（
新
居
町
）

（
新
居
町
） 

（
新
居
町
） 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
　 

わ
か
ふ
じ
国
体
開
幕 

い
ま
ぎ
れ 

ぐ
ち 

か
い 

こ 

か
ん 

【ボウリング】 

浜松市国体推進事務局 

1053（457）2003

【サッカー】 

磐田市スポーツのまちづ

くり推進課国体推進室 

10538（32）4018
【ボート】 

天竜市体育振興課国体推進室 

10539（22）0072

【ゴルフ】 

森町国体推進委員会事務局 

10538（85）2111

●競技開催日・会場は、
種目ごとに異なります。
それぞれ開催の自治体へ
お尋ねください。 

◆浜名湖今切パーク「海湖館」1053（594）6624 
　URL  http://www.town.arai.shizuoka.jp/

広報 

！！ 
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かわらんべ 
天竜川総合学習館 

通信 

通信 

これからの講座予定 
8月23日（土）「沢の探検隊」8：30～17：00 
　夏はやっぱり川遊びということで、天竜川の支流へ出か
けて思いっきり川を楽しみます。ライフジャケットを着て、
清流の中へ飛込みましょう。 

8月24日（日）「せせり作り」11：45～15：00 
　昔ながらの魚を取る仕掛けである“せせり”を作って、
水辺の楽校で実際に魚を捕まえてみましょう。うまく作
ったらたくさん魚が取れるかも。 

8月30日（土）「夏の押し花」9：00～11：00 
　定番の講座の一つとなりました、簡単、きれいな押し花
を作る講座です。水辺の楽校を歩いて、咲いている草花
を摘んできて、名前を確かめ、電子レンジを使って押し
花を作ります。 

8月31日（日）「風穴を訪ねる」9：00～16：00（成人対象） 
　風穴とは、一般的に大昔に溶岩などによってつくられた
洞窟のことで、奥から冷たい風が吹いてくる洞窟です。
かつては人々にも冷蔵庫代わりに使われていたこともあ
りました。かわらんべから車で移動し下伊那郡阿智村に
ある風穴を見学に行きます。 

9月6日（土）「お月見団子を作る」9：00～11：00 
　中秋の名月にお供えするお団子作りを行います。また、
水辺の楽校に生えている荻の穂も刈り、お供えに備えます。
お団子の試食もしてみましょう。 

9月13日（土）「火星と星を見る」18：30～20：00 
（保護者同伴）今年地球に大接近している火星や、夏の星
座の星々を反射式赤道儀つきの天体望遠鏡などを使って
観察します。四季を通じて行っている天体観測講座です。 

■申込・問合せ 
　かわらんべ 
　1（27）6115http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

６月20日・７月４日に中学校の生徒が職業体験
学習で公園を訪れ、清掃や草抜きなどの公園管理
の仕事を体験しました。公園管理の仕事はとても
大変ですが、みんな頑張り、公園内の緑を増やす
ための植樹も行いまし
た。疲れたと思います
が、大変気持ちの良い
汗をかいた１日になっ
たと思います。今後、
みんなで植樹をした木
が育っていくのも楽し
みです。 

旭ヶ丘中学校・高陵中学校体験学習 

８月から９月にかけての予定 

●いいだ人形劇フェスタ 
　８月９日（土）10：00～　 
　丸山小学校３年２組なかよしたんぽぽ「にんじんばたけの
　ぱぴぷぺぽ」　人形劇こんぺいとう「たこやきマン参上」 

●後藤道夫先生の理科実験ミュージアム 
　８月10日（日）　23日（土）　24日（日）　30日（土）　31日（日） 
　９月 ６日（土）　　　　　　　10：00～15：00　おいで館 
■問合せ　教育委員会  学校教育課  1（22）4511内線2576

●絵本の読み聞かせ　毎週日曜日 
　ボランティア団体モンクールさんが読んでくれます。 
　13：30～14：00　場所：かざこしなかまの館 

★ほか、とんとん、ぐつぐつ、こねこねの各ワークショッ
　プでも、毎週土日の午後１時30分から体験活動を計画し
　ています。また、お盆中の土日も開催しています。 

6月28日（土）「集中豪雨のこと」 
洪水などの災害の引きがねとなる集中豪
雨について、飯田測候所長さんを講師に
お招きして、そのメカニズムなどを説明
してもらいました。また、サイエンスラ
ボでは、風速計や雨量計を実際に用いて
計測の仕方を試してみました。 

●かざこしやま写真展 
　７月27日（日）～８月24日（日）　場所：かざこしなかまの館 

●伊那谷和太鼓祭り「山都楽頭祭（さんとがっとさい）」 
　９月６日（土）前夜祭 
　９月７日（日）本祭り　場所　風の広場　雨天決行 

★「おもしろ科学工房」のホームページができました。 
　アドレスはhttp://www.omosirokagaku.comです。 

■問合せ　かざこし子どもの森公園管理事務局 
　　　　　　　　　　　　　　　 1（59）8080

▼
対
象

飯
田
下
伊
那
に
居
住
す
る　
５５

歳
以
上　

歳
以
下
で
現
在
雇

６５

用
さ
れ
て
い
な
い
方

▼
募
集
人
員　
　

人
２０

▼
受
講
料

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
、健
康
診

断
料
は
別
途
受
講
者
負
担
）

▼
会
場　

　

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
取
得
資
格

訪
問
介
護
員
２
級
課
程
修
了

証
書
を
交
付

▼
申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

飯
田
ま
た
は
飯
田
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
必
ず

本
人
が
申
込
み
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯

田
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
用
意
。

▼
申
込
受
付　

　

８
月　

日
�
〜　

日
�

１８

２９

▼
受
講
の
可
否　

応
募
者
に
連

絡
し
ま
す
。
受
講
で
き
る
場

合
、
健
康
診
断
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
先
・
問
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　

�（
２
４
）８
６
９
０

飯
田
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー  
�（
２
２
）８
６
９
０

　

あ
な
た
も
水
中
運
動
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル

で
は
、
第　

期
水
中
運
動
の
受

１０

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
多
く
の

方
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
名

　

入
門
健
康
づ
く
り
コ
ー
ス

▼
開
催
日
時　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時　

分
か
ら　

分
間

５５

４０

▼
定
員　
　

人
４０

▼
期
間　
　

月
か
ら
３
月
ま
で

１０

の
６
カ
月
間

▼
受
講
料　

２
４
、０
０
０
円

　
（
市
か
ら
半
額
補
助
）

▼
申
込
期
間　

　

８
月　

日
�
〜　

日
�

１８

２６

　
（　

日
は
休
館
）

２５
▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ

　

ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル

　

�（
５
６
）６
７
６
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
６
）６
７
６
８

訪
問
介
護
員

養
成
研
修
２
級
課
程

ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル

水
中
運
動
入
門
コ
ー
ス
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●
主
催
　
日
本
下
水
道
協
会 

　
日
本
水
道
新
聞
社 

　
（
日
本
下
水
道
新
聞
） 

●
応
募
期
限
　
９
月
12
日 

●
作
品
の
送
り
先
、
問
合
せ 

　
〒
３
９
５
ー

８
５
０
１ 

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４ 

　
飯
田
市
役
所
水
道
環
境
部 

　
水
道
業
務
課 

　
「
下
水
道
い
ろ
い
ろ 

　
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集
係 

　
1（
２
２
）４
５
１
１ 

　
内
線
５
２
５
２ 

下
水
道
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
に
つ
い
て
、

自
由
に
発
想
・
表
現
し
た
絵
画 

（
ポ
ス
タ
ー
）
、

作
文
、
書
道
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格
◆
小
・
中
学
生 

応
募
規
定
◆
Ｂ
４
〜
Ａ
２
判
以
内
。
画
材
は
特
に
問 

　
　
　
　
　
い
ま
せ
ん
。 

　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
応
募
す
る
場
合
は
、 

　
　
　
　
　
「
９
月
10
日
下
水
道
の
日
」
の
文
字
を 

　
　
　
　
　
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
方
法
◆
作
品
の
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、
氏 

　
　
　
　
　
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
資
格
◆
制
限
な
し 

応
募
規
定
◆
官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
に
作
品
１
点
。 

応
募
点
数
に
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。 

応
募
方
法
◆
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、 

　
　
　
　
　
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

共
通
応
募
規
定 

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。 

②
入
選
作
品
の
版
権
、
使
用
権
お
よ
び
著
作
権
は
、

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。 

　
　
発
表
◆
平
成
１６
年
３
月
上
旬 

　
　
表
彰
◆
平
成
１６
年
６
月
予
定 

応
募
資
格
◆
小
・
中
学
生 

応
募
規
定
◆
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
用
。 

小
学
校
低
学
年
　
３
枚
以
内 

小
学
校
高
学
年
　
４
枚
以
内 

中
学
生
　
　
　
　
５
枚
以
内 

　
　
　
　
※
自
筆
の
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
原
稿

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。 

応
募
方
法
◆
作
品
に
は
タ
イ
ト
ル
の
ほ
か
に
学
校 

　
　
　
　
　
名
、
学
年
、
氏
名
を
明
記
。 

応
募
資
格
◆
小
・
中
学
生 

応
募
規
定
◆
半
紙
（
縦
３２
・
７
　
×
横
２４
・
３
　
） 

　
　
　
　
　
を
縦
長
で
使
用
。 

　
　
課
題
　
小
学
校
低
学
年
「
下
水
ど
う
」 

小
学
校
高
学
年
「
下
水
道
の
役
割
」 

中
学
生
「
下
水
道
と
環
境
」 

楷
書
・
行
書
に
限
り
ま
す
。 

応
募
方
法
◆
作
品
の
左
端
に
「
学
年
、
氏
名
」
を 

　
　
　
　
　
墨
書
き
。
（
台
紙
・
見
返
し
は
不
要
） 

　
作
文
部
門

　
作
文
部
門 

書
道
部
門

書
道
部
門 

標
語
部
門

標
語
部
門 

　
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

　
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門 

賞
　
発
表
・
表
彰

賞
　
発
表
・
表
彰 

　
作
文
部
門 

書
道
部
門 

標
語
部
門 

下

水

道

 

の

役

割

 

○
年
　
氏
　
　
名 

（小学校高学年） 

下

水

道

 

と

環

境

 

○
年
　
氏
　
　
名 

（中学生） 

下

水

 

ど

う

 

○
年
　
氏
　
　
名 

（小学校低学年） 

９
月
９
月
1010
日
は
下
水
道
の
日

日
は
下
水
道
の
日 
９
月
９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

日
は
下
水
道
の
日 

９
月
10
日
は
、
下
水
道
の
日
で
す
。 

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
の
下
水
道
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

下
水
道
施
設
の
見
学
会
や
、
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。 

下
水
道
施
設
見
学
会

下
水
道
施
設
見
学
会 

●
日
時
　
９
月
６
日 

　
　
　
　
午
前
９
時
20
分
　
市
役
所
集
合 

●
コ
ー
ス 

　
　
　
　
市
役
所
↓
松
尾
浄
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
↓
船
渡
処
理
場
↓
川
路
処
理
場 

　
　
　
　
↓
か
わ
ら
ん
べ
（
昼
食
）
↓ 

　
　
　
　
↓
市
役
所 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
　
解
散 

●
対
象
　
小
学
生
以
上 

●
参
加
申
込 

　
　
　
　
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
８
月
11
日
　
午
前
８
時
30
分 

　
　
　
　
か
ら
申
込
受
付
を
始
め
ま
す
。 

●
募
集
人
数
　
20
人
（
先
着
順
） 

●
持
ち
物
　
昼
食
、
服
装
は
軽
装
で
。 

●
申
込
先
　
下
水
道
課
　
公
共
下
水
道
係 

　
　
　
　
　
1（
２
２
）４
５
１
１ 

　
　
　
　
　
内
線
５
２
８
２ 

 
下水道いろいろ 

コンクール 
作　品　募　集 

第43回 
　
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門 

下
水
道
施
設
見
学
会 

賞
　
発
表
・
表
彰 

８月は ８月は 
道路ふれあい月間です 電気使用安全月間です 

この道を共に生かそう 
　　　　　　　育てよう 

■問合せ　管理計画課　内線2745■問合せ　中部電気保安協会　飯田事業所　1(23)3452

手や足が濡れたままで 
電気器具にさわってい
ませんか？危険です！ 

（月） （土） 

cm

cm

書
　
き
　
方 

の
　
配
　
例 

（金） 
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教養文化講座
教材費受講料定員時　　間開　講　日期間（月）内　　　　　容講　座　名

入門
2,100円

活用
2,000円

23,100円各20人

ＰＭ01：30～03：30火・金（20回）午後
10～12

●初めての方でも大丈夫、パソコンの入門教室
です。

●インターネット体験も行います。

パ ソ コ ン
入門コース ＰＭ06：30～08：30月・水（20回）夜間

ＰＭ01：30～03：30月・水（20回）午後
同　上

●ワード・エクセルの基本を主にした講座の
他、表計算等実用的なものを取り入れます。

パ ソ コ ン
活用コース ＰＭ06：30～08：30火・金（20回）夜間

な　し15,750円各20人
ＰＭ01：00～02：30火午後

同　上
●講師を囲んで楽しく英会話。
●レベルに合わせ、初級・中級の各コースが選
択できます。

英 会 話
ＰＭ07：00～08：30水夜間

実　費12,600円各10人
ＰＭ07：00～08：30第1・2・3火（18回）

夜間10～03
●日本古来の伝統文化の茶道を楽しみましょ
う。

●表千家流
茶 道

ＰＭ07：00～08：30第1・2・3金（18回）

実　費12,600円各15人
ＰＭ02：00～03：30第1・2・3金（18回）午後

同　上
●お花と心をつなぎ、あなたのオアシスを見つ
けましょう。

●池坊流
華 道

ＰＭ07：00～08：30第1・2・3火（18回）夜間

実　費12,600円各10人
ＰＭ02：00～03：30第1・2・3月（18回）午後

同　上
●和服（普段着）の着方、いろいろな帯の結び方
を習います。

着 付
ＰＭ07：00～08：30第1・2・3月（18回）夜間

1,200円8,400円各15人

ＰＭ02：00～03：30第1・3火（12回）
午後

同　上
●毛筆書道の楷書、行書、草書、細字などを初歩
から勉強します。

書 道 ＰＭ02：00～03：30第2・4月（12回）

ＰＭ07：00～08：30第2・4水（12回）夜間

1,200円8,400円各15人
ＰＭ02：00～03：30第1・3水（12回）午後

同　上
●水墨画と墨彩画を書けるように、実物を見て
初歩から勉強します。

水 墨 画
ＰＭ07：00～08：30第1・3水（12回）夜間

平成15年10月からの講座の受講生を9月1日（月）から募集します。
どなたでもお気軽にご参加ください。初めての方もぜひどうぞ。 ◆問合わせ・会場  サンヒルズいいだ  �（26）7090

◆申し込みは、事務所まで直接お越しください。

◆サンヒルズいいだホームページ
　http:/ /www.iidanet.or.jp/̃sunhills

（注）※申し込みは平成15年9月1日�から受け付けます。定員になり次第締め切ります。
　　　※健康増進講座受講料は3カ月分まで前納が可能です。

健康増進講座
受講料定員時　　間開　講　日期間（月）内　　　　　容講　座　名

◎水泳教室

　シニア水泳

　アクアシェイプ

　腰痛水泳

　週１回コース

　１カ月4,200円

◎アクアビクス

　エアロビクス

　週１回コース

　１カ月3,675円

◎各クラス共通

　週２回コース

　１カ月6,300円

各18人

ＡＭ11：00～12：00火午前
１ カ 月
単　　位
月々更新

●泳げない人でも大丈夫。無理なく効果的な

指導で必ず泳げるようになります。

●健康作りにも最適です。

水 泳
（初級者コース）

ＰＭ01：30～02：30火・金・土午後

ＰＭ07：30～08：30火・金
夜間

ＰＭ07：00～08：00土

各18人
ＰＭ03：00～04：00土午後

同　  上
●マスターズ大会を目標に楽しくトレーニン
グ。

●泳力向上のクラスです。

水 泳
（中・上級コース） ＰＭ07：00～08：00水夜間

各18人
ＡＭ11：00～12：00金午前

同　  上
●熟年初心者対象限定コースです。
●水中歩行から泳ぎに無理なく進めていきま
す。

シニア水泳
ＰＭ02：00～03：00月午後

各20人
ＡＭ11：00～12：00水午前

同　  上
●アクアビクス（ヌードル使用）30分＋水泳30
分のバランスの良いプログラムです。

アクアシェイプ
ＰＭ06：30～07：30月午後

各18人

ＰＭ02：00～03：00水午後

同　  上
●腰痛改善のための水中ウォーキング、スト
レッチ、筋力トレーニングと水泳のプログラ
ムです。

腰 痛 水 泳 ＰＭ07：30～08：30月
夜間

ＰＭ06：30～07：30金

各20人ＰＭ08：10～08：40水・土夜間同　  上
●水中でのエアロビクスです。
●短時間でシェイプアップに効果的なプログ
ラムです。

アクアビクス

各30人

ＡＭ10：30～11：30金午前

同　  上
●リズムに合わせおもいっきり身体を動かし、

気持ちよく汗を流しましょう。
エアロビクス ＰＭ01：30～02：30水午後

ＰＭ07：30～08：30月・火・水夜間

ひと月6回まで受講可

１カ月　4,200円
40人ＰＭ02：40～03：10火・金午後同　  上

●負担の少ない水中体操、リハビリ目的にも最
適です。

水中健康体操

３カ月分で

　　　　9,450円
20人ＰＭ02：00～03：00火（12回）午後10～12

●シェイプアップ効果の高い有酸素運動と筋
力トレーニングの組み合わせ。

シェイプアップ
ク ラ ス

１カ月　3,675円15人ＡＭ10：00～12：00水・金午前
１ カ 月
単　　位
月々更新

●初心者向けのテニス教室です。
●新設ドームサンヒルズも使用でき、１年中プ
レイできます。

硬式テニス

１カ月　3,150円制限なし
ＰＭ02：00～03：30金午後

同　  上
●ストレッチ＋簡単な筋力トレーニング＋
ウォーキングの理想的なプログラムです。
●元オリンピック選手「酒井浩文」氏が講師です。

フィットネス
ウォーキング ＰＭ07：00～08：30金夜間

１カ月　2,625円各15組ＡＭ10：00～11：30
月

午前同　  上●親子で楽しい交流をしましょう。親 子 教 室
火
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ほっとらいんＩＩＤＡ オフトーク通信 
ほっとらいんＩＩＤＡ 

市からの情報 
ラジオ 

■広報いいだの風 
○飯田市からのお知らせ 
　 7：10～ 7：30 
　12：10～12：30 
　17：10～17：30

■かざこし歳時記 
○飯田市企画番組 
　月曜日～金曜日 
　11：20～11：50

テレビ 

インターネット 
http://www.city.iida.nagano.jp/

チャンネル 

お知らせ 
　6：00　12：15　15：00　19：30

お知らせ再送 
　6：15　12：30　15：15　19：45

ＮＨＫニュース　7：00　11：50　14：55 
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。 

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

１ チャンネル 

２ チャンネル 

３ チャンネル 

４ チャンネル 

内容・時間 

■テレビ広報 
○飯田市の政策や行事などを紹介します。 
　９月の番組は「市街地再開発」の予定です。 

■市民だより 
○市からのお知らせをお届けします。 
　毎日　7：20　9：20　12：20　18：20　20：20　23：20

２ 
いいだＦＭ 

76.3ＭＨｚ 
飯田ケーブルテレビ 

９月15日～21日　9：30～　18：30～　20：30～ 

放送日　　　　　　　　 放送時間 

■問合せ　秘書広報課　内線2125

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行っています。 
　お問い合わせください。 

●オフトークの故障は電局番なしの113(NTT)

市のホームページ 

市からの情報 

チャンネル 

市長の留守番電話 23－8181
市民の皆さんのご意見 
ご相談をいつでもお受 
けします。 

各種相談所　相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください

問合せ先場　　所日　　時相 談 名

社会福祉協議会

�53－3180

さんとぴあ飯田
（福祉会館・東栄町）

※法律相談は予
約制、電話で
申し込んでく
ださい。

※結婚相談は本
人の相談を原
則とします。
写真１枚必要
です。

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで
９月２３日は休み

特 別
心 配 ご

と 相 談
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

一 般

８月８日（金）
９月１２日（金）
１３：００～１７：００

法 律 相 談
（現在係争中のものは除く）

８月１８日（月）
８月２８日（木）
９月９日（火）
１３：３０～１６：３０
受付１５：００まで

結 婚 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１８：００

ボ ラ ン テ ィ ア
相 談

庶　務　課
内線2111

りんご庁舎３階
９月９日（火）
１３：００～１６：００

行 政 相 談

交通防災課�22－4511
内線2436

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

簡 易 交 通 事 故
相 談

教育委員会
内線3581
専用電話
�53－8730
FAX53－8730

教育委員会

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

教 育 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

か け こ み
教 育 相 談

税　務　課
内線5141

市役所本庁
９月１９日（金）
１０：００～１５：００

税 務 相 談

問合せ先場　　所日　　時相 談 名

家庭児童相談室
内線5344

飯田市福祉事務所
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

家 庭 児 童 相 談
（電話でも可）

�52－0633専用電話
毎週木曜日
９：００～１１：３０

電 話 乳 幼 児
育 児 相 談

飯田中央保育園

�22－4133
飯田中央保育園

（地域子育支援センター）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
毎週土曜日
９：００～１４：００

子 育 て 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
※予約制（市役所隣）

９月９日（火）
１３：３０～１６：００

痴 ほ う 相 談

ハーネット・いいだ

�56－4474
さんとぴあ飯田

（福祉会館1Ｆ・東栄町）

毎週月～土曜日
９：００～１７：４５
第１水曜日のみ
17：30まで

障 害 者 並 び に
ご 家 族 の 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
各支所　　　　

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

心と体の悩みごと

児童課　内線5347飯田市福祉事務所
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

悩 み ご と女
性
の
た
め
の
相
談

男女共同参画課

内線5351

（要予約）

りんご庁舎３階

男女共同参画

９月１０日（水）
１３：３０～１７：００

婦 人 相 談 員
の 専 門 相 談

９月１６日（火）
１３：３０～１６：３０

法 律 相 談

�
�
�

�
�
�

「かざこし歳時記」９月番組表
内　　　容第何週番　組　名放送曜日

１週間の市内の話題を取材し紹介毎週いいだの旬

月曜日

各地区の公民館活動の紹介１公民館リレー

「広報いいだ」１日号の内容説明２広報いいだの紹介

健康に関しての番組３さわやか健康

環境保全活動の紹介４くらしと環境

市役所各課からの広報毎週市役所情報

火曜日

月を振り返って、市の行事を取材し紹介１ピックアップ飯田

消防署と消防団による消防広報２ニュースイン１１９

安全に関する情報広報３市民の安全１１０番

消費生活に関する情報番組４消費生活メモ

さくら・明星・高松・あすなろ保育園の紹介毎週保育園だより

水曜日

本の読み聞かせ１本の散歩道

伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介２伊那谷の自然

郷土出身ゆかりの人 ・々地名などを紹介３伊那谷の歴史

ボランティア・催し物・行事など紹介４ふれあい福祉

千代・千栄・浜井場・松尾小学校の紹介毎週小学校だより

木曜日

元気なママさんグループを紹介１元気ママ

市内の様々なグループ・サークルを紹介２サークル紹介

農業に関係した活動や、事業を紹介３大好き農業

いきいきと暮らす高齢者などを紹介４いきいきライフ

竜峡・飯田西・旭ヶ丘・飯田東中学校の紹介毎週中学校だより

金曜日

飯田の観光情報の紹介１観光情報

文化会館の事業の紹介２
〜
４

いいだ、文化の窓
（文化会館・
 美博図書館情報）

美術博物館・考古博物館の催し物を紹介

図書館の行事や話題の本などの紹介
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飯田市の人口（7/1現在）■人口＝106,247人（前月比-12）男50,940人／女55,307人  ■世帯＝35,611戸（前月比+13） 

飯田市指定文化財（史跡） 

八幡の道標（やわたのどうひょう） 
松尾八幡町1971－1  

宝暦１０年（１７６０）に設置。下条街道と秋葉街道の分岐点に
たっている。文字は正面右「志もぢょう」左「あきは」道、側面「宝
暦十辰年二月廿四日」「宮田  當町  講中」とある。 

８月１５日F～９月２３日C展示期間 
●開館時間 午前9時半～午後5時（金曜は7時半まで） 
●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日） 
●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（250円）、 
 小中学生200円（150円）※（ ）内は20人以上の団体 
　　　　　　　※８月26日（火）まで小中学生は無料です！ 

弥勒菩薩交脚倚像 
２～３世紀　ガンダーラ 

ブッタの生涯と 
　　ガンダーラをめぐる人びと 
　シルクロードを描き続ける日本画家平山郁夫氏は、創作活動の

源泉として当地ゆかりの古美術品を収集してきました。そのコレ

クションは学術資料としても高く評価されています。 

　この展覧会では、平山氏のコレクションから仏像のふるさとガ

ンダーラの仏教美術を中心に、学術的にも貴重なコイン群やササ

ン朝ペルシャの金工品、唐代の陶器類など東西文化交流の道であ

るシルクロード諸国の工芸品を含めた約160件の作品がそろいます。 

　西はマケドニア、東は唐の長安にいたるシ

ルクロード世界の文物を眺めれば、はるか昔

の国際交流の姿がみえてくることでしょう。 
　■特別講演会『仏像の起源（仮称）』 
　　講師　田辺勝美氏（中央大学教授） 
　　日時　８月23日（土）　午後１時30分から 

＜特別展＞　平山郁夫コレクション 

９月２８日A 開場13：30　開演14：00 
 ●飯田文化会館ホール 

チケット ●Ｓ席：3,000円  ●Ａ席一般：2,500円 
 ●Ａ席高校生以下：1,500円 
 ※当日券はA席高校生以下を除き ＋500円 
 ※飯田文化会館他で発売中（全席指定） 

吉野直子 
（ハープ） 

相沢吏江子 
（ピアノ） 

川本嘉子 
（ヴィオラ） 

第9回萩元晴彦ﾎｰﾑﾀｳﾝｺﾝｻｰﾄIN飯田 
ジョイントコンサート 
～マールボロの風～ 

第15回アフィニス夏の音楽祭 

８月７日E～１０日A

８月１９日C～２５日B 
●飯田文化会館他 
●チケットは飯田文化会館他 
　で発売中 
●詳しくは６月にお送りしました 
　チラシをご覧ください 

いいだ人形劇フェスタ2003

170劇団による250ステージ以上の 
人形劇。日本最大の人形劇の祭典！ 
●ワッペン・チケットは文化会館他で発売中 
●詳しくは文化会館他で配布している「総合プログラム」を 
　ご覧ください 


